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サンプル投与開始
（14日間） 腹部，塩化ピクリル塗布

0日目 7日目 14日目 24時間後

左右耳，塩化ピクリル塗布

耳介厚測定

感作 誘発

目的目的 １．ノニジュースにはどのような健康機能があるのでしょうか。
２．どのような成分が機能に関わっているのでしょうか。
３．ノニジュースは飲みやすくできるでしょうか。（詳細はポスター発表14）

成果成果 １．血圧降下作用があります。有効成分のGABAを発見しました。
２．関節炎その他の炎症・アレルギーを抑制します。
３，骨量減少の予防に有効と思われます。
４，脱色・脱臭した飲みやすいノニジュースを作りました。健康機能を保持しています。

本研究の目的本研究の目的と成果と成果

研究内容研究内容

１，有効成分の１，有効成分の発見発見
ノニ発酵果汁の遊離アミノ酸組成を調べて，γ-アミノ酪酸

(GABA)含量が高いことを発見した． GABAは発酵前の果実に
は殆どないので，発酵中に生成することが明らかとなった．

ノニ発酵果汁にはイリドイド配糖体であるDeacetylasperulosidic
acid(デアセチルアスペルウロシジン酸，略Deacetyl-NB11)が
1mg/ml以上と高濃度に含有されていたので，下記の健康機能
を明らかにした．
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デアセチルアスペルウロシジン酸
NMRスペクトル

HPLC (SHIMADZU)
A: H2O・0.1% Formic acid
B: MeOH
B: 5-50% (15min)
Column: Hypersil 4.0 mm x 150mm 
Flow rate: 0.5 ml/min
DAD: 235 nm

定量分析条件
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２，血圧降下作用２，血圧降下作用 （高血圧症の改善）

ノニ発酵果汁に含まれるGABAには，血圧降下作用が
ある．今回製作した脱臭ノニジュースは完全にGABAを保
持しており，長期投与，単回投与のいずれの試験でも血
圧降下作用を示した．
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図．長期投与による
血圧変動

３，遅延型アレルギー抑制作用３，遅延型アレルギー抑制作用 （アレルギー性皮膚炎の予防）

ノニ発酵果汁から分離したDeacetyl-NB11は，アレルギー反
応を抑制した(Ⅳ型アレルギーモデル，マウス接触性皮膚炎試
験）．脱臭ノニ発酵果汁もアレルギー反応抑制傾向を示した．

高血圧症，
ストレス

リウマチ関節炎，

アレルギー性皮膚炎など

骨粗鬆症

ヤエヤマアオキ（ノニ）発酵果汁の健康機能の解明ヤエヤマアオキ（ノニ）発酵果汁の健康機能の解明
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亜熱帯生物資源の高度利用技術の開発

GABAは発酵中に作ら
れている．
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ノニ発酵果汁の成分に
よる，Ⅳ型アレルギー
反応の抑制．

脱臭ノニジュースにも血
圧を押さえる効果あり．

図．GABA含量の変動

図．接触性皮膚炎への影響

図．単回投与による
血圧変動
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４，ラットカラゲニン浮腫抑制作用４，ラットカラゲニン浮腫抑制作用
ラットの急性炎症モデルへ与える影響を調べた．

Deacetyl-NB11（15 mg/rat）とノニ発酵果汁（7.5 ml/rat）は
カラゲニンによる浮腫を有意に抑制した．脱臭ノニ発酵
果汁（7.5 ml/rat）にも，若干の浮腫抑制傾向が見られた．
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サンプル経口投与開始
（７日間）

0日目 ８日目

左足1% carragenan 投与

誘発

経時
足容積測定

７７，ラットアジュバント関節炎抑制作用，ラットアジュバント関節炎抑制作用
脱臭ノニ発酵果汁がリウマチ関節炎に及ぼす効果を

ラットのモデルで調べた．投与群には果汁乾燥物の混合
飼料を自由摂取させた．４０日間の連日投与の間，非起
炎足である右足の関節炎が有意に抑制された．また．最
終日に採取した後肢骨破壊スコアでも，非起炎足での有
意な抑制を示した．更に，病理組織学的検査においても，
炎症性細胞浸潤，線維性結合組織の増成，骨形成亢進
がみられた(データ省略） ．非起炎足での二次炎症を抑制し
たので，免疫調節作用に基づく発症抑制作用と示唆され
た．

６，骨代謝改善作用６，骨代謝改善作用 （（骨粗鬆症の予防）
ラットの骨粗鬆症モデルである，卵巣摘出ラットの骨量

減少へ及ぼす影響を検討した．
卵巣摘徐の１週間前より脱臭ノニ果汁を投与した群で

は，卵巣摘徐２８日目の骨代謝マーカー・オステオカルシ
ン（BGP）が有意に改善された。卵巣摘徐による体重増加
も抑えていた（データ省略）．投与期間が短かった為，実際
の骨量は，減少の抑制傾向にとどまった（データ省略） ．
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サンプル投与開始
（40日間）

0日目 15日目 ４０日目

足容積の測定
炎症レベルのスコアリング

骨破壊スコアリング

誘発

Mycobacterium buytricum
／流動パラフィン

今後の展開今後の展開
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ヤエヤマアオキ（ノニ）は沖縄で自生する果樹です。栽培・果汁生産が増加し,沖縄特産品となることが期待されます。
今回，ヤエヤマアオキ（ノニ）果実の発酵過程でGABAが生成することを発見し，その血圧降下作用を確認しました。
次いで， Deacetyl-NB11を発見し，動物実験で抗炎症・抗アレルギー作用を見出しました。
さらに，これらの機能成分を保持したままで脱色・脱臭した飲みやすいノニ飲料加工法を考案しました。
脱臭ノニ果汁は，動物試験で，リウマチ関節炎や骨代謝を改善することを初めて確認できました。血圧，関節炎，骨粗
鬆症，アレルギーは現代の長寿社会でのキーワードとなる疾患です。
このように，エビデンス（科学的証明）を持った健康機能食品として，沖縄の特産品に育てることを目的としています。
今後も，ノニ発酵果汁の持つ生理機能のメカニズム解明が更に進むことが望まれます。
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５，５，LPSLPS誘導によるサイトカイン産生への影響誘導によるサイトカイン産生への影響
リポポリサッカライド（LPS）の刺激によって抗原提示細

胞より産生される炎症性サイトカイン量を培養細胞を
使って調べると, Deacetyl-NB11によってTNF-α産生
が押さえられていた． 一方，動物を使った試験では，
血清TNF-αの抑制は示さなかったが，同じく炎症性サ
イトカインのIL-12 p40産生量の抑制傾向がみられた．
炎症を抑えるメカニズムについては今後も検討が必要
である．

（リウマチ関節炎の予防）

脱臭ノニ発酵果汁は関節
炎の発症を抑えた．

骨代謝の改善が
見られる．

図．骨破壊への影響図．関節炎への影響

図．骨代謝への影響

図．足浮腫への影響

足浮腫を抑制した．脱
臭後も抑制効果を持つ．

非起炎足でのみ骨破
壊の抑制あり．
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図．J774.1細胞のTNF-α産生量
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Deacetyl-NB11のサイトカ
イン産生調節による炎症抑

制が示唆された．

* *
*

*

*

ＪＳＴ沖縄県地域結集型共同研究事業




